
新ホール整備候補地調査業務
調査結果（概要版）



敷地条件の整理

敷地諸元 【新候補地】
徳島県徳島市藍場町2丁⽬14番地他（通称「藍場浜公園・⻄エリア」）計画地■

㎡6,600 約新ホール予定部分敷地⾯積■
※あわぎんホール側敷地の⼀部を共⽤
(現況の敷地境界、あわぎんホールの敷地境界等、今後確定が必要)

都市公園・商業地域⽤途地域■
商業地域の場合︓100％ (⾓地緩和、耐⽕建築物緩和 適⽤の場合)    / 400％建蔽率 /   容積率■
準防⽕地域防⽕地域■
駐⾞場整備地区 (1台/特定⽤途150㎡＋1台/⾮特定⽤途400㎡あたり)その他の地域■
徳島城下町跡及び関連遺跡の指定（徳島城下町跡（寺島））埋蔵⽂化財■

(国道 192号線)ｍ27約北東側前⾯道路幅員■
(市道 南出来島本線)ｍ11約北⻄側
(市道 春⽇橋通り線)ｍ19約南東側
(市道 郷⽂側道歩線)ｍ3.5約南⻄側

(市道 藍場・船場歩線)ｍ1.9約敷地中
央
20ｍ／勾配 1.5道路斜線■
31ｍ／勾配 2.5隣地斜線
なし北側斜線
なし⽇影規制
なしその他の⾼さ・階数制限

都市計画施設■
4.4.2 新町川公園（地区公園︓徳島市決定）都市計画公園□
8.7.2 藍場町⻄⼤⼯町線 幅員6ｍ都市計画道路□
2号藍場町公園駐⾞場（告⽰番号︓徳島市 70 号）その他の都市計画施設□

駐⾞台数︓295台(内︓今回計画敷地内 95台)
開発許可(都市計画法第29条)その他の必要な届出等■

インフラの状況■
その他□通信□ガス□⽔道□電気□

BCP■
浸⽔深さ︓⾼潮（最⼤1.0〜3.0ｍ）／ 津波（最⼤1.0〜2.0ｍ）□



敷地現況図
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地質調査

⽀持層と想定する層

上盤⾯
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地質調査4か所実施 2024年３⽉〜5⽉ ※（株）エス・ビー・シーが実施
想定⽀持層の深さは以下の通り
No1（南⻄⾓）GL-36m No2(北東⾓）GL-20ｍNo3（北⻄⾓）GL-19ｍNo4（南東⾓）GL-36m
⽀持層の不陸が⼤きい地盤の可能性があり、杭⼯事等の不確定リスクが想定される。



配置計画⽐較



配置検討案A 配置イメージ



モデルプラン配置イメージ



モデルプラン平⾯イメージ



コスト・スケジュール

（参考）徳島市文化センター跡地藍場浜公園（西エリア）建設場所

193億9，300万円
約142億円

※その他関連工事費（藍場浜第一駐車場設備・解体等）
として約12億円を見込む

本体工事費

1万6223㎡約1万1400㎡延べ床面積

1804席
（固定1726+立見・仮設等78）

固定1504席+立見・仮設大ホール

307席
（固定293席+立見・仮設等14）

なし
（隣接するあわぎんホールを活用）

小ホール

実施済約1年6ヶ月設計期間

約2年11ヶ月
（４週８休）

約2年10ヶ月
（４週８閉所）

工事期間


